       切り花と生け花のこと

さはがしき  虫魚のごとき 

       この身をば

  草木のごとく  安んぜしめむ    
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    供華（くうげ）は今日の華道の根本であり、一枝一輪を

もって故人の供養荘厳をその目的とします。しかし、現に

生きている花を切って供えることは、如何に理屈をつけても、

花の命を殺すことにほかならない。しかしながら、人間の情

として、花を飾ることは、食物が肉体を維持する為に

不可欠であると同様に、精神・情緒の安定には必須の営みの

ように思えます。

     したがって、積極的に作用する立場の人間が、植物の

立場になって、その栽培成長の手助けをして、その返報として

の一枝一輪を剪定利用させてもらう、という心掛けの内に

のみ、「殺生」を転じて「共生」に至る平和共存への道がある

かもしれない。

    その具体的作法としては、各家庭の仏壇内の香炉で、

故人の供養のために抹香・線香等を焚き、また床の間などで、

家内の安全祈念・精神の鎮静のために香を焚いたあとに

残る香灰を草木の肥料（こえ）として、施すという、善き

しきたりがあります。すなわち、香炉の灰は常に七、八分目

に保ち、余分の灰は庭木、鉢植えの草木の根本に埋めて

草木供養の教えに順うように務める。灰は肥料になり、

生長した草木の枝葉を折々に、剪定整枝した分を供える

ことにより、初めて、「切り花」でなく「生け花」となる

といえるかもしれません。             
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